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岐
阜
県
高
山
市
荘
川
町
国
道
一
五
六

号
線
沿
い
に
二
本
の
桜
が
あ
り
ま
す
。

ご
く
淡
い
ピ
ン
ク
色
の
花
弁
と
ご
つ
ご

つ
し
た
幹
が
特
徴
で
、
樹
高
二
〇
㍍
、

目
通
り
幹
囲
約
六
㍍
、
市
の
誇
り
で
も

あ
る
樹
齢
五
百
年
の
『
荘
川
桜
』
を
紹

介
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
荘
川
桜
は
、
元
々
現
在
の
場
所

に
あ
っ
た
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
御み

ぼ

ろ
母
衣
ダ
ム
が
あ
る
場
所
に

は
、
以
前
荘
川
村
中
野
と
い
う
地
区
が

あ
り
、
戦
後
の
復
興
の
真
最
中
で
あ
っ

た
一
九
五
二
年
に
、
電
力
需
要
の
増
大

を
見
越
し
て
ダ
ム
建
設
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
当
初
村
民
は
反
対
の
意
志
を
示

し
て
い
ま
し
た
が
、
電
源
開
発
初
代
総

裁
高
碕
達
之
助
氏
が
、
住
民
と
水
没
予

定
地
の
村
を
何
度
も
訪
れ
、
ダ
ム
の
必

要
性
を
熱
心
に
説
明
し
、
理
解
を
求
め

る
と
と
も
に
誠
意
あ
る
対
応
を
行
い
、

八
年
近
く
に
及
ぶ
反
対
運
動
は
終
結
し

ま
し
た
。

　

村
民
と
高
碕
氏
が
村
内
を
見
て
回
っ

た
時
、
光
輪
寺
と
照
蓮
寺
に
あ
っ
た
桜

を
こ
の
水
没
か
ら
救
い
た
い
と
考
え
、

移
植
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
移
植
作
業

は
、
桜
が
巨
木
か
つ
老
齢
で
あ
る
こ

と
、
桜
は
外
傷
に
弱
い
樹
種
で
あ
る
こ

と
か
ら
困
難
を
極
め
、
四
十
日
間
も
か

か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
移
植
し
た
次
の
春
に
は
、

花
が
咲
き
、
桜
の
あ
っ
た
ふ
る
さ
と
荘

川
村
に
因
ん
で
「
荘
川
桜
」
と
名
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
奇
跡
の
荘
川
桜
は
、
県
の
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
例
年
四

月
下
旬
か
ら
五
月
上
旬
に
か
け
て
咲
き

誇
り
、
期
間
中
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
、
年
間
、
五
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
訪
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
も
あ
り

ま
す
が
、
雪
解
け
の
始
ま
る
前
や
夏
の

渇
水
の
時
な
ど
御
母
衣
ダ
ム
の
水
位
が

下
が
っ
た
時
に
は
、
荘
川
村
が
姿
を
現

し
、
荘
川
桜
を
引
っ
張
り
あ
げ
た
レ
ー

ル
や
照
蓮
寺
の
跡
が
見
え
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

荘
川
桜
は
、「
自
然
の
大
切
さ
」、

「
物
へ
の
愛
情
」、「
命
の
尊
さ
」
を
改

め
て
教
え
て
く
れ
る
市
の
大
切
な
宝
物

で
す
。

◆
荘
川
桜
へ
の
ア
ク
セ
ス

【
タ
ク
シ
ー
】

　
Ｊ
Ｒ
高
山
本
線
「
高
山
駅
」
か
ら
タ

ク
シ
ー
で
一
時
間
十
五
分

【
自
動
車
】

　

東
海
北
陸
自
動
車
道
荘
川
Ｉ
Ｃ
か
ら

国
道
一
五
八
号
を
経
由
し
、
国
道

一
五
六
号
を
白
川
郷
方
面
へ
車
で
十
五

分

ご当地

自慢
荘川桜

飛騨森林管理署

76

しょうかわざくら

旧荘川村光輪寺から移植

ライトアップされた荘川桜

観光客で賑わう荘川桜

白川郷IC
東海北陸自動車道

飛騨清見IC

庄川IC

156号

★
荘川桜

御
母
衣
湖


